
もっと若葉台を                       第１２回 

                      「さるすべり」  

 

猿滑りと言う位に木肌が滑らかの意味らしい。現物はそれ程でも無いと思いますが。｢百

日紅｣と書く方が一般的かも知れません。 

  ６月から９月の末頃まで住宅街な

ら何処の街でも2～3軒に１本は咲い

ているのではないでしょうか。夏の

盛りに濃い緑の葉と紅い花は良く合

っていると思います。綾瀬では市役

所前に数百ｍの街路樹が有ります。       

 ８月に花の咲く樹は他にも有るの

でしょうが私は思い浮かべることが

出来ません。いや、夾竹桃があるか。 

  色は、桃色から紅色までいろんな

色が有るが、夏の暑さにはどぎつい

位の紅色がいい。まれには白が有っ

て、なかなかですが、何せ数がうんと

少ない様です。中山に１本、藤が丘に

２本、黒沢スタジオ横に 1本見つけていますが。 

  何故か若葉台には猿滑りは非常に少ないが、12管理組合には紅いのが３本、29棟とﾌﾟｰﾙ

の間、28棟の砂場の東西に１本づつ。写真は 29棟の樹ですが随分前の頃の写真です。年に

依っては頭の天辺にほんの数輪だけしか咲かない年も有ります。 

  きっと樹木剪定で花の咲く直前に刈り込まれたのではないかと思われます。それが証拠

に天辺とバス道路側の作業がしにくいところだけに花が咲いている。数年前はアジサイを

５月に刈られ１輪も咲かない事が有りました。管理センターには、賠償を求めたいくらい

ですね。 

  委託管理では相手は何時も良心的プロとは限りません。たまには専門的監査が必要とい

う一例でしょう。 

29棟南側 歩道に咲く紅の百日紅 


